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１． 研究計画の概要 
冠動脈バイパス術（coronary artery bypass 
grafting: CABG）におけるグラフト開存率は
患者の予後に大きく影響を与えるが、これを
予測することは困難である。近年、トランジ
ットタイム血流計（transit-time flowmeter: 
TTF）は使用方法が簡便であり、グラフト開
存予測に有効であると報告されている。しか
し、冠動脈自体の性状によりどのように波形
が変化するかはいまだ不明である。 
今回、バイパスを吻合後に冠動脈を狭窄・閉
塞させて、グラフト血流波形がどのように変
化するかを解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
冠動脈バイパスグラフトの術中評価としては
TTFを推奨すると、2011年にヨーロッパ胸部心
臓血管外科学会ガイド欄に記載された。この
ようにTTFは、簡便性などから頻用されている
。現在使用されている指標としては、グラフ
ト平均血流量、グラフト拍動指数であるが、
これだけでは不十分であることを我々は報告
してきた。現在の指標より有効な指標として
グラフト波形を高速フーリエ変換したフーリ
エスペクトルに着目した。フーリエスペクト
ルの高周波領域成分が新たな指標となりうる
可能性を示してきた。しかし、これが冠動脈
やグラフト自体の性状によりどのように波形
が変化するかはいまだ不明である。 
そのために、バイパスを吻合後に冠動脈を狭
窄・閉塞させて、グラフト血流波形がどのよ
うに変化するかをブタ狭心症モデルで解析し
た。冠動脈の狭窄率と波形の変化について調
査した。 
冠動脈狭窄度が低い場合、術後にflow 
competitionを来すことがあるが、現在のとこ
ろflow competitionを予測することは困難で
ある。 
グラフト波形を高速フーリエ変換したフー
リエスペクトルの高周波成分は冠動脈狭窄
度が高くなるほど減少したが、従来のグラフ
ト開存指標であるグラフト平均血流量、グラ

フト拍動指数には変化がなかった。今回の実
験によりグラフト波形を高速フーリエ変換
したフーリエスペクトルの高周波成分が高
値を示す場合は flow competition を来すこ
とが示された。高速フーリエ変換を用いたグ
ラフト血流波形分析は従来の開存指標では
評価できなかったグラフトの状態も評価で
きる可能性があり、より有用なグラフト開存
指標である可能性を示すことができた。 
今後、臨床データと比較検討していく予定で
ある。 
 
３．現在までの達成度 
＜区分＞②おおむね順調に進展している。 
研究は，実験方法の多少の変更はあったもの
の、予定どおり進行している。得られた解析
結果は、当初の予想とほぼ同じものである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現在まで、ブタ冠動脈バイパスモデルを使用
した実験で、冠動脈狭窄率とグラフト血流波
形の関係が分かってきた。つまり、基礎研究
そのものの進行は、予定通り順調であると思
われる。このまま研究を進めていく予定であ
る。つまり、臨床データと整合性があるかを
確認する予定である。左内胸動脈‐左前下行
枝グラフトを行った 238 症例において術後グ
ラフト不全となった症例では、フーリエスペ
クトルの高周波領域成分が高い傾向にあっ
た。これは今までの基礎研究データに整合す
る。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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